
 

 

平成２６年度 

第１回宝達志水町社会教育委員会議 

 

＜日 時＞ 平成２６年５月２８日（水） 午後７時から 

＜場 所＞ 生涯学習センター「さくらドーム２１」  

２階 第１会議室 

 

■出席者 

<社会教育委員>横山議長、向瀬副議長、久保委員、中井委員、橋本委員、松本委員、美作委員 

<事務局>勝二教育長、安達課長、宮本課長補佐、大下主幹、森田主幹、村本主事 

■欠席者 

<社会教育委員〉早川委員 

 

１ 開会あいさつ 

・議長あいさつ 

・教育長あいさつ  

２ 社会教育委員会議について 

（１）委員紹介           

（２）社会教育委員について     

３ 議件 

（１）平成２６年度宝達志水町教育行政の基本方針について          

（２）平成２６年度社会教育委員活動計画について           

（３）平成２６年度社会教育関係事業について                

事務局・・・第４５回東海北陸社会教育研究大会 石川のと里山里海大会の分科会で青少年健

全育成の話題提供者に宝達志水町があたっている。 

議長・・・・発表者は前回と同じく美作委員にお願いしたい。（美作委員了承） 

事務局・・・公民館交流ときめきプランの実行委員会を設置するので、社会教育委員より２名 

加わっていただきたい。 後日お願いに行きます。 

委員・・・・家庭教育支援チーム「ひなたぼっこ」とは団体名か、事業名か。 

事務局・・・６ページの下に記載がありますが、元保育士や県子育てサポートリーダー養成講

座修了者１０名により構成されています。 

委員・・・・保育所で児童対象の事業を行っている。保護者対象の事業もあったほうがいいの

では。 

事務局・・・毎週火曜日に町子育て支援センターで子育て相談を行っています。 

委員・・・・社会教育はさまざまな活動をしている。私もＰＴＡの席で発言しようと思うので

町でも広報をしてもらいたい。また、こども家庭室と連携を図り事業を推進してほ

しい。 

事務局・・・分かりました。 

議長・・・・６ページの親学びアドバイザーは小学校・中学校が対象ですか。 

事務局・・・小学校です。 

議 事 録 

事務局説明 

事務局説明 承認 



議長・・・・退職教員にはどうやって知らせているのか。 

事務局・・・現職教員だけにしています。 

議長・・・・県民移動能は、中学生しか見られないのですか。 

事務局・・・広報にも載せましたが、一般の方も鑑賞できます。 

委員・・・・４ページの文化財の保護だが、保存・公開・活用とあるが、活用した事業はある

のか。もっと活用してほしい。 

事務局・・・今後は活用した事業を盛り込んでいきたい。 

委員・・・・新任教職員を対象としたふるさと講座で活用することも考えられるのではないか。 

事務局・・・学校教育課の事業のためここに記載していないだけで、今後取組む予定です。 

委員・・・・県の文化財でもあるわけだが、何かするときには単独で決められないのか。 

事務局・・・利用については町で判断できます。 

委員・・・・さくらまつりの時に岡部家でお弁当がふるまわれたのは好評だった。今後も活用

してもらえればと思う。 

議長・・・・ミニミニエコツアーで文化財を使っているか。 

事務局・・・使っています。 

委員・・・・１２ページの第４５回東海北陸社会教育研究大会だが、発表は５年に１度ぐらい 

か。 

議長・・・・平成２４年の前は、平成１８年、平成１０年でした。 

委員・・・・次回を見据えたテーマを探しておいたほうがいいのではないか。また、発表の時

に「今年はどうでしたか。」という質問にも答えられるようにしておく必要がある。 

議長・・・・美作委員が発表するときに、質問に答える人が必要なので、委員の中からもう１

名発表に加わっていただきたいと思う。 

 

（４）その他 

 議長・・・・平成２６年度 石川県社会教育委員連絡協議会第１回役員会の会議内容を説明。 

議長・・・・各市町の教育委員会と社会教育委員の関わりについて、当町では会議に出席して

いる教育長を通して意思疎通が図られている。 

 

 

４ 閉会 

  ・副議長あいさつ 

 

午後８時４０分 終了 

 

 


